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空間 時間 仲間

運動をしない小学生運動をする小学生

小学生の体力
の

二極化へ
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文部科学省

セミナー調査分析

依然として小学
生の体力は向上

していない



横浜市の体力テスト

男子

Dowm
↓
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女子
Dowm
↓
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運動が好きと答えた児童ほど
体力テストの結果が良い
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運動が好きと答えた児童ほど
１週間の総運動時間が長い
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男子 女子

1週間総運動時間が長い児童ほど
体力テストの結果が良い

その境は420分/週であった



以上2点から

体力テストの結果が悪い児童ほど

運動が嫌い

運動時間が短い

という特徴があることがわかる。
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小学生の放課後の過ごし方
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自宅で勉強

テレビ
鑑賞

電子
ゲーム



運動嫌いをはじめとする
多くの小学生が運動を実施
していない放課後の時間を、
体力向上にむけたスポーツ
活動に充てる時間にできる
のではないだろうか……



研究の方法

① 先行研究の分析から、運動嫌いの小学生の特徴
や傾向、要因の把握

② 小学生の放課後の運動・スポーツ活動に関する資
料・データから現状を把握、国と横浜市が実施する放
課後政策の課題を分析

運動嫌いである小学生を対象とした、運動機会や体力
向上を目指すための方法を横浜市に提言
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運動嫌いの４つの要因と傾向

教師の要因
運動学習の場の

要因

生徒自身の要因 家庭的要因

運動嫌いの
要因

運動能力が低い
学年が進むと増加
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放課後子ども総合プラン
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文部科学省 厚生労働省

小学校

勉強

スポーツ
文化活動

地域住民と
の交流

運営委員会

放課後子ども
教室

放課後児童
クラブ

安心・安全の確保 居場所作り



横浜市の放課後児童育成事業
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≪連携≫

はまっ子ふれあいスクール

横浜市子ども青年局

放課後児童クラブ

異年齢間の交流
生活の場の提供

放課後保護者が
家にいない児童の

保護

学校施設 賃借／自前施設

小学校１～６年生
小学校１～３年生
留守家庭児童



それぞれの課題

① 統括が難しい

② 実施率が低い

③ 予算不足

④ 安全管理者・指導員
の育成の必要性

国

① 登録率の偏り

② 利用時間・送迎

③ 施設・定員

④ 活動内容

⑤ 人員不足

⑥ 指導員の個人差

横浜
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考察

①プログラムの統一

・運動に特化していなかった

②指導員の確保

・指導員、指導力不足

③運動嫌いの要因を克服

・親の運動意識

・小学生自身の能力の個人差と劣等感
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運動のきっかけづくり
運動習慣をつける

体力水準向上
プログラム



小学生の体力水準向上プログラム
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対象 運動嫌いな小学生1～4年生

場所 小学校の校庭・体育館

時間 放課後1時間半（15時～16時半）

周知 保護者へのアプローチ

指導員学生ボランティア

内容 ○スポーツ行事・体育授業時のフォローアップ

○走る・飛ぶ・投げるを含む遊びプログラム

○インセンティブ特典



場所：小学校の校庭・体育館

安全
・学校から移動
がない、

・保健室がある

遊びに制限
がない

設備、道具
の充実



時間：放課後1時間半（15時~16時半）

• 室内で過ごす小学生が多いから

• 迎えがいらない明るい時間で終了

（短時間集中型・冬季は考慮）

「運動がやや好き」な

小学生の運動平均時間
に近づける！

男子162分→252分
女子110分→200分



周知；保護者へのアプローチ

親の運動意識が子どもに与える影響は大きい..

・小学校低学年時など早い段階から親にむけて運動

することの大切さを認知させるセミナーを開催

・保護者会、授業参観時を利用して行う



指導員：学生ボランティア

◆あなたは「ボランティア活動」に参加したいと思いますか

学生の
ボランティアへの

参加意欲！



内容：スポーツ行事・体育授業のフォローアップ

周囲から感じる劣等感を軽減！

・運動会、大縄跳び大会、ドッヂボール大会等の練習

・体育授業のテスト等の補習（鉄棒、縄跳び）



内容：走る・跳ぶ・投げるを含む遊びプログラム

現在の活動は運動・体力向上に特化していない..

文部科学省が行う「体力・運動能力調査」から「走る」
「跳ぶ」「投げる」といった基礎的な動きの獲得が課題

走る

跳ぶ
投げ
る



内容：インセンティブ得点

• 参加回数をポイント化

• ポイント数に応じて景品と交換
（景品の財源は横浜Fマリノス・横浜FC・横浜
ベイスターズに協力を仰ぎ、チケットの割引や
グッズの提供）



今後の展望、期待される効果
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ご静聴ありがとうございました。
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